
（事業番号：２６） 

事 業 名 香川の環境を守り育てる地域づくり推進事業 

当初予算額 33,428千円 担当課 

環境森林部環境政策課（内線2826）、環境管理課（内線2955）、 

みどり整備課（内線2899）、みどり保全課（内線2901､2841）、 

廃棄物対策課（内線2930） 

取組みの方向 幅広い環境分野における環境学習講座の実施や、気軽に環境について考える機会の提供など、環境を守り育

てていくための人材を育成する「人づくり」に加え、市町や環境保全団体等と連携して、各主体の取組みが地

域に広がり、持続的なものとなるような「地域づくり」を推進する。 
 

指標

番号 
指 標 名 

基 準 値 

（Ｒ２年度） 

Ｒ４年度 

見  込 

目 標 値 

（Ｒ７年度） 

Ｒ４年度 

進捗率 

108 
環境保全活動や環境学習

講座等への参加状況 

29.4％ 

（R3.6現在） 
31.5％ 40％ 19.8％ 

109 
県と連携した市町・事業 

者・民間団体数 
69団体 74団体 94団体 20.0％ 

事 業 概 要 １．かがわ未来へつなぐ環境学習会開催事業（3,950千円） 
(1) 事業内容  環境についての「学びの場」への参加や環境保全活動へのきっかけづくりを行う。 
(2) 事業期間  平成29年度～ 
(3) ４年度事業内容 

環境保全団体や県等が行っている「学びの場」を幅広く紹介するとともに、活動内容の一部を体験し
ていただくことで、環境保全活動への参加を促進する。 
 

２．環境地域づくり情報発信事業（2,400千円） 
(1) 事業内容  多くの県民に、環境保全に関する活動や行動に興味を持ってもらうよう、様々な環境分

野の「学びの場」や「きっかけづくり」に関する情報を効果的に発信する。 
(2) 事業期間  平成29年度～ 
(3) ４年度事業内容 

新聞やＳＮＳ等を活用して、海や森、身近な生活の場における環境活動の様子や環境学習の講座内容
等を紹介することにより、効果的な情報発信を行う。 

 
３．地域における環境学習推進事業（2,775千円） 
(1) 事業内容  多くの県民が環境学習に参加できるよう、身近な場所で環境学習講座の受講機会を増や

すとともに、地域の環境保全活動を担う団体等の交流を促進する。 
(2) 事業期間  平成29年度～ 
(3) ４年度事業内容 

市町や民間企業等と連携して環境学習講座を実施するほか、環境活動団体等の交流会を開催する。 
 
４．学校における環境学習推進事業（1,302千円） 
(1) 事業内容  児童や生徒の環境への関心を高めるため、学校での環境に関する授業や課外活動を効果

的に進めることができるよう、環境教育の支援に取り組む。 
(2) 事業期間  平成24年度～ 
(3) ４年度事業内容 

小中学校等において、県職員による出前講座を実施するほか、県内の小学生親子を対象に、身近な環
境問題について学ぶ夏休み親子環境学習講座を開催する。 

 

○新５．次世代へつなぐ美しい香川推進事業（1,060千円） 
(1) 事業内容  環境保全に向けた取組みが地域全体に広がるよう、県民・事業者・民間団体・行政それ

ぞれの活動をつなぐモデル地域づくりを通じて、地域における活動の連携と強化を図る。 
(2) 事業期間  令和4年度～ 
(3) ４年度事業内容 

モデル地域において環境教育や環境保全活動の企画・運営を支援するとともに、若年世代を対象に、
県内事業者や民間団体、大学等と連携して地域の環境課題をテーマにした講演やワークショップを実施
する。 

 
６．かがわ里海大学運営事業（6,200千円）（後掲） 
７．里海ナビゲーション事業（419千円）（後掲） 
８．参加型モニタリング事業（300千円）（後掲） 
９．活動連携促進事業（500千円）（後掲） 

１０．森とみどりの祭典開催事業（4,740千円）（後掲） 
１１．どんぐり銀行活性化事業（1,757千円）（後掲） 
１２．みどりの学校運営事業（5,954千円）（後掲） 
１３．「まちかど生き物標本展」開催事業（2,071千円）（後掲） 



（事業番号：２７） 

事 業 名 脱炭素・地球温暖化対策事業 

当初予算額 624,353千円 担当課 

環境森林部環境政策課（内線2818）、環境管理課（内線2864）、

みどり整備課（内線2892）、廃棄物対策課（内線2930）、商工労

働部産業政策課（内線3417）、農政水産部農業経営課（内線3746）、

土木部河川砂防課（内線4218） 

取組みの方向 脱炭素社会の実現に向け、緩和（地球温暖化防止）の取組みとして、地域における徹底した省エネルギーを

推進するため、家庭や事業所総ぐるみの省エネ県民運動の展開や事業所へのエネルギーに関する専門家派遣な

ど、省エネルギーの取組みを促すとともに、再生可能エネルギー等の導入を促進するため、太陽光発電システ

ム等の導入促進や水素の利活用について検討する。 

また、地域における気候変動の影響を把握・整理し、適応策を検討する。  

指標

番号 
指 標 名 基準値 

Ｒ４年度 

見  込 

目 標 値 

（Ｒ７年度） 

Ｒ４年度 

進捗率 

110 温室効果ガス削減率（対H25年度）
▲15.8% 

（H29年） 

▲20.1％ 

（R元年） 
▲33％ 25％ 

111 
「脱炭素に向けたライフスタイル等の

転換」を意識した県民行動の定着度 

 75.6% 

（R3.6現在） 
78.5％ 90% 20％ 

 

事 業 概 要 １．脱炭素・地球温暖化対策推進事業（536千円） 

(1) 事業内容 

    脱炭素社会の実現に向けて、市町や関係団体等と連携・協働して県全体として取組みを推進する。 

(2) 事業期間  令和４年度～ 

(3) 4年度事業内容 

○新・香川県地域脱炭素推進協議会（仮称）運営事業 

市町や関係団体等で構成する協議会を設立し、連携・協働しながら、全県的に脱炭素に向けた効果  

的な取組みを進める。 

 

２．省エネルギー行動等促進事業（31,386千円） 

(1) 事業内容 

    省エネルギー行動を促進するため、日常生活や事業活動における取組みを推進する。 

(2) 事業期間  平成22年度～ 

(3) ４年度事業内容（主な事業を掲載） 

① 省エネ県民運動促進事業（3,491千円） 

地球温暖化防止の観点から、各家庭、各企業・事業所、各団体など県民全体の省エネルギー行動に

取り組む意識を醸成するもの。 

② くらしの省エネ新エネ設備機器普及促進事業（436千円） 

省エネ家電、建設設備等の企業・団体、婦人団体等と連携して、ＣＯ２排出削減に有効な設備機器

の家庭への導入促進を図る。 

③ ゼロカーボンシフト支援事業（13,000千円） 

県内事業者の温室効果ガス排出抑制への計画的な取組みを一層促進するため、事業者の地球温暖化 

対策計画策定を支援するとともに、金融機関との連携による環境配慮型設備投資の促進、専門相談体

制の確保を図る。 

〇エネルギー管理士等の現地調査による事業者への助言 

〇金融機関や関係団体等と連携した事業者の環境配慮型設備投資の促進 

○新〇環境配慮型の設備投資や補助金手続き等に関する専門相談窓口の設置 

○新〇脱炭素に向け優れた取組みを行った事業者の表彰 

④ かがわプラスチック・スマートショップ認定事業（900千円） 

   プラスチックごみの削減に取り組む小売店や飲食店などを「かがわプラスチック・スマートショップ」

に認定・登録して情報発信することにより、県民及び事業者等の意識向上を図る。 

⑤ 食品ロス削減推進事業（1,303千円） 

      食品ロスの削減に向け、県民及び事業者等の意識向上を図るための普及啓発や支援などに取り組む。 

 

 

 

 



３．再生可能エネルギー等導入促進事業（231,338千円） 

(1) 事業内容 

   再生可能エネルギー等の導入を促進するため、太陽光発電に対する支援などを行う。 

(2) 事業期間  平成23年度～ 

(3) ４年度事業内容（主な事業を掲載） 

① かがわスマートハウス促進事業（130,000千円） 

    住宅における脱炭素を推進するため、住宅用太陽光発電に加え、ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・

ハウス）等の導入を支援する。 

   ○ 住宅用太陽光発電設備                1kW当たり1.3万円 

（上限 新築2.5万円、既築5万円） 

     ○ 家庭用蓄電池                     設備費の10分の１（上限10万円） 

○新〇 Ｖ２Ｈ（ヴィークルトゥホーム）            10万円（定額） 

   ○新〇 ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）20万円（定額） 

  ② 燃料電池自動車等普及促進事業（309千円） 

地球温暖化対策に貢献する水素エネルギーが活用される社会を目指し、燃料電池自動車等の普及 

を促進するため、普及啓発に取り組む。 

 ③ エネルギー関連産業育成支援事業（4.717千円） 

  エネルギー関連分野への進出を促進するため、先端技術である水素の利活用等に取り組む県内企業 

の見本市等への出展支援を行うとともに、産学官連携のもとエネルギー関連のセミナー等の開催や技 

術開発支援を行う。 

④ ＡＩ等先端技術活用型研究開発支援事業（90,337千円） 

ＡＩをはじめとした先端技術の活用など、県内企業の成長のエンジンとなる分野への取組みについ

て技術の高度化、商品開発の進度を高めるとともに、県内企業の生産性向上や競争力強化を図るため、

国立研究開発法人産業技術総合研究所と連携・協力して実施する研究開発を支援する。 

○補助対象分野：①特徴ある食品・バイオ関連分野、②健康関連分野、③ものづくり分野、 

④エネルギー・環境関連分野 

  ○産総研との共同研究を含む研究開発経費等補助 

   補助率：中小企業2/3、大企業1/2、補助金額3,000～15,000千円（最長2年間） 

○新⑤ 小水力発電導入検討事業（5,800千円） 

     再生可能エネルギーの活用に向けて、椛川ダムにおける小水力発電の導入の可能性について、検討

する。 

４．森林整備等の推進（248,268千円） 

植栽・間伐等の森林整備や路網整備・間伐材の搬出等を行う森林所有者等に補助を行うとともに、公共

建築物や個人住宅・民間施設での県産木材の利用や民間施設の芝生化等の街なか緑化を促進する。 
 
５．ＣＯ２以外の温室効果ガス対策の推進（52,799千円） 

(1) 事業内容 

  温室効果が高い代替フロンガス等の排出抑制・削減に向けた取組みを推進する。 

(2) 事業期間  平成14年度～ 

(3) ４年度事業内容（主な事業を掲載） 

① フロン回収推進事業（710千円） 

     フロン類の大気中への排出抑制を推進するため、フロン排出抑制法に基づき、事業者等に対し立入指

導等による法令遵守の指導を行う。 

② 環境保全型グリーン農業推進事業（39,789千円） 

     農業における温室効果ガスの削減や化学農薬・化学肥料の使用低減、有機農業の取組みなどで、環境

にやさしいグリーンな農業へ転換するため、産地に適した栽培技術や省力化技術の実証・導入を推進す

るとともに、土壌測定診断に基づく土づくりの推進指導や有機性資源となる堆肥等の有効活用に向けた

検証や需要を推進する。 

 ○新○環境保全型グリーン農業実証定着事業（32,780千円） 

 ○環境と調和した土づくり推進事業（7,009千円） 

  ③ 環境保全型農業直接支援事業（7,600千円） 

         化学農薬や化学肥料の使用を低減した上で、地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い農業生

産活動に取り組む農業者団体等へ支援する。 

 

 



６．気候変動適応策連携推進事業（5,028千円） 

(1) 事業内容 

    本県の気候変動に関する情報の中核拠点である「香川県気候変動適応センター」（環境保健研究セン 

ター）において、気候変動に関する情報収集や分析等を行う。 

(2) 事業期間  令和3年度～ 

(3) ４年度事業内容 

   〇 農業、都市生活分野の気候変動影響情報の収集・分析 

   〇 本県の気象学的特徴を考慮した熱中症予防策の検討  

 

７．かがわエコオフィス推進事業（54,998千円） 

(1) 事業内容 

     県の事務事業に伴う温室効果ガス排出量の削減に向け、施設・設備の省エネルギー化の推進や太陽光

発電設備の導入拡大等を図る。 

(2) 事業期間  令和4年度～ 

(3) ４年度事業内容（主な事業を掲載） 

○新① 省エネ設備更新ＥＳＣＯ導入モデル事業（600千円） 

    県有施設における省エネルギー化を推進するため、設備更新型ＥＳＣＯ事業の導入に向けたモデル事

業を実施する。 

○新② 太陽光発電設備導入可能性調査事業（13,500千円） 

    再生可能エネルギーの導入を推進するため、県有施設のうち防災施設について、太陽光発電設備の導

入可能性調査を実施する。 

③ 県有施設太陽光発電設備整備事業（29,000千円） 

    令和４年度の改築にあわせて、笠田高校校舎棟に、太陽光発電設備を整備することにより、再生可能

エネルギーの導入拡大を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（事業番号：２８） 

事 業 名 大気・水環境保全事業 

当初予算額 72,681千円 担当課 環境森林部環境管理課（内線2864、2866） 

取組みの方向 大気汚染防止法等に基づき、大気環境の常時監視を行うとともに、工場･事業場に対する規制･指導を徹底

することなどにより、大気汚染物質排出量の抑制を図り、大気環境の保全に努める。 

また、水質汚濁防止法等に基づき、公共用水域（河川・海域）や地下水の水質汚濁の状況を監視するとと

もに、工場・事業場の排水等の規制・指導を徹底することなどにより瀬戸内海や河川の環境の改善に努める。 

指標

番号 
指 標 名 

基 準 値 

（Ｒ３.６現在） 

Ｒ４年度 

見  込 

目 標 値 

（Ｒ７年度） 

Ｒ４年度 

進捗率 

117 
生活環境の向上（大気 

・水・騒音の満足度） 
52.6％ － 58％ － 

 

事 業 概 要 １．青い空保全推進事業（38,558千円） 

 (1)大気汚染常時監視機器運営管理事業等（37,102千円） 

  ① 事業内容 

大気汚染防止法第22条に基づく大気汚染の常時監視（光化学オキシダント、PM2.5など）を行うと

ともに、常時監視測定局の適正配置、機器の更新等を行う。県環境保健研究センター内の中央監視シ

ステム等により、大気汚染状況を迅速に把握し、光化学オキシダント注意報等の発令に備える。 

  ② ４年度事業内容 

   ○ 常時監視、光化学オキシダント夏期対策（注意報等発令、排出量削減対策など）の実施 

   ○ 測定設備等の移設及び撤去、機器更新（窒素酸化物計1台、PM2.5測定機2台） 

   ○ 自動測定機保守管理委託 

 (2)大気汚染調査指導事業等（1,456千円） 

  ① 事業内容 

大気汚染防止法等に基づく届出等を審査するとともに、工場、事業場の監視指導等を行う。 

  ② ４年度事業内容 

   ○ ばい煙発生施設等への立入、ばい煙等測定の実施 

   ○ 新たに規制対象となった水銀の排出規制 

   ○ フロン排出抑制法に基づく第1種フロン類充填回収業者等の登録及び立入指導 

２．きらめく瀬戸内海創出事業（34,123千円） 

 (1) 公共用水域監視測定等事業（31,662千円） 

  ① 事業内容 

水質汚濁防止法に基づき、公共用水域や地下水の水質汚濁の状況を把握するため、水質測定計画を

作成し、常時監視を行うとともに、水質異常事故に対処する。 

  ② ４年度事業内容 

令和４年度水質測定計画に基づき、県内の河川（35水域）、海域(7水域)及び地下水の水質を常時監

視するとともに、県内の公共用水域において発生した水質異常事故への速やかな対応を行う。 

 (2) 工場・事業場監視測定等事業（319千円） 

  ① 事業内容 

瀬戸内海環境保全特別措置法に基づく特定施設の許可制度を適切に運用するとともに、水質汚濁防

止法等に基づき、工場・事業場の立入検査を実施し、排水基準等を遵守するよう、監視・指導を行う。 

  ② ４年度事業内容 

水質汚濁防止法等の排水基準が適用される事業場及び香川県生活環境の保全に関する条例の水質排

水基準が適用される事業場等を対象に、計画的に立入検査を実施する等、監視・指導を行う。 

 (3) 事業場排水処理技術開発研究事業（2,142千円） 

事業場からの排水は、事業場の工程等により様々な性状を有する。このうち、汚濁濃度が非常に濃

いなど特徴的な排水について、低コストで処理できる排水処理技術に関する調査研究を行う。 



（事業番号：２９） 

事 業 名 かがわ「里海」づくり推進事業 

当初予算額 313,805千円 担当課 環境森林部環境管理課（内線2955）みどり整備課（内線2886）廃棄物対策課（内線2930） 

取組みの方向 平成25 年 9 月に策定した「かがわ『里海』づくりビジョン」で示す「人と自然が共生する持続可能な豊か

な海」の実現を目指して、かがわ里海大学の運営等により、里海づくりをけん引する人材を育成するとともに、

関係者の協働による海ごみ対策や里山整備の推進、生活排水対策の重点的な実施など、山・川・里（まち）・

海を繋げる施策を総合的に進める。 

指標

番号 
指 標 名 

基 準 値 

（Ｒ元年度） 

Ｒ４年度 

見  込 

目 標 値 

（Ｒ７年度） 

Ｒ４年度 

進捗率 

116 汚水処理人口普及率 78.8％ － 85％ － 
 

事 業 概 要 １．かがわ「里海」づくり推進事業（9,419千円） 

 (1) 事業内容 

かがわ里海大学の運営等により、里海に関する学びの場を提供し、県民の里海への理解を深めるとと

もに、里海づくりをけん引する人材を育成し、香川らしい里海づくりの持続的な取組みを推進する。 

 (2) 事業期間 

平成25年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

  ① かがわ里海大学運営事業（6,200千円）（再掲） 

里海について学ぶ講座や、里海を現場で体験する講座、指導者を育成する講座等、多様な講座を開

催する。 

  ② 里海ナビゲーション事業（419千円）（再掲） 

里海をテーマにした絵日記コンテストを開催し、海に親しむきっかけを提供するとともに、それを

広報することで環境保全活動を促進する。 

  ③ 参加型モニタリング事業（300千円）（再掲） 

県民が里海づくり活動に関わる場として、県民参加型のウミホタル・海辺の生きもの調査等を実施

する。 

  ④ 活動連携促進事業（500千円）（再掲） 

企業等への里海活動の普及や活動実施に向けた地域との連携を支援する里海コンシェルジュ活動を

行う。 

  ⑤ 里海づくりコンベンション事業（2,000千円） 

里海づくり協議会の運営、シンポジウムの開催等を行う。 
 

２．海ごみ対策推進事業（26,462千円） 

 (1) 事業内容 

ごみのない美しく豊かな里海を目指し、全県的に、海ごみの発生抑制に向けた取組みを行うとともに、

海底堆積ごみや離島の海岸ごみ等の回収・処理を重点的に実施するなど、陸域・海域一体となった海ご

み対策を推進する。 

 (2) 事業期間 

平成25年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

  ① 海ごみ発生抑制事業（15,840千円） 

日常生活に起因する海ごみの発生抑制を図るため、体験学習やプロモーション等による普及啓発を行う

とともに、県民参加型の海ごみ実態調査を含むマイクロプラスチックに関する調査・研究を実施する。 

② 海ごみ回収・処理等協働推進事業（10,622千円） 

海ごみの漂着が多い海岸での回収・処理を実施するとともに、沿岸市町が実施する回収・処理事業

へ補助する。また、県・市町等で構成する海ごみ対策推進協議会において、関係者の協働による海底

堆積ごみの回収・処理や県内一斉海ごみクリーン作戦等を実施する。 

 

 

 

 



３．里山・竹林資源地域循環利用促進事業（800千円） 

(1) 事業内容 

里山の再生を図るため、木質バイオマスの利用促進など、里山の整備・保全から竹林資源をはじめと

する里山資源の利活用までの総合的な取組みを進める。 

(2) 事業期間  平成25年度～ 

(3) ４年度事業内容 

森林所有者等が里山資源を活用し、薪生産等に取り組んでいる地域において、地域協議会等が行う活

動などを支援し、里山資源活用の拠点づくりを推進する。 

 

４．生活排水対策重点事業（277,124千円） 

 (1) 浄化槽設置整備事業費補助等 （272,988千円) 

  ① 事業内容 

合併処理浄化槽の設置を促進するため、市町が実施する事業に対し補助を行う。 

  ② 事業期間  昭和63年度～ 

  ③ ４年度事業内容 

○ 浄化槽設置整備事業費補助等（225,448千円） 

合併処理浄化槽を設置しようとする者に対し、市町がその設置費用を助成する場合、補助を行う。 

（補助率1/3、環境配慮・防災まちづくり浄化槽整備推進事業については1/4） 

       整備基数   1,846基 

○ 既存単独処理浄化槽等撤去費補助（14,055千円） 

市町が定める浄化槽整備区域において、単独処理浄化槽等を合併処理浄化槽へ設置換えした者に 

対し、市町が転換工事に必要な撤去等の費用を助成する場合、補助を行う。 

（補助率1/3、環境配慮・防災まちづくり浄化槽整備推進事業については1/4） 

○ 単独処理浄化槽等重点転換事業（33,485千円） 

市町が定める浄化槽整備区域において、単独処理浄化槽等を合併処理浄化槽へ設置換えした者に 

対し、市町が設置換えする浄化槽の設置に必要な配管費を助成する場合、補助を行う。 

（補助率1/3、環境配慮・防災まちづくり浄化槽整備推進事業については1/4） 

 (2) 浄化槽法定検査受検率改善事業 （4,136千円） 

  ① 事業内容 

浄化槽管理の適正化を促進し、生活排水による公共用水域への汚濁負荷の軽減を図るため、法定検

査受検率の向上に向けた施策を実施する。 

  ② 事業期間  平成25年度～ 

③ ４年度事業内容 

法定検査の受検に関する普及啓発を行うとともに、未受検者に対する受検指導等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 



（事業番号：３０） 

事 業 名 新たな森林管理システム推進等事業 

当初予算額 12,963千円 担当課 環境森林部みどり整備課（内線 2886） 

取組みの方向 林業の成長産業化と森林資源の適切な管理を図るため、森林資源状況の把握など市町の事業実施体制や技術

的な支援をするとともに、森林を適切に経営・管理するため、「意欲と能力のある林業経営体」の育成を図るな

ど、森林経営管理法に基づく、「新たな森林管理システム」の円滑な運用に努める。 

事 業 概 要 １．新たな森林管理システム推進事業（2,900千円） 

  (1) 事業内容 

森林経営管理法に基づく「新たな森林管理システム」を円滑に運用するため、市町職員や「かがわ森

林アドバイザー」に対して現場研修やICT等を活用した森林整備計画等の策定支援を行うほか、市町の

森林・林業行政を推進する人材や「意欲と能力のある林業経営体」を育成するための研修等を実施する

とともに、登録・公表及びマッチングを行う。 

 (2) 事業期間  令和元年度～ 

(3)４年度事業内容 

① 森林整備等推進活動支援事業（1,700千円） 

「かがわ森林アドバイザー」や「意欲と能力のある林業経営体」の登録・公表、マッチングや現地

確認、資源量把握などドローン等のＩＣＴ機器を活用した各種研修などの実施等により市町を支援す

る。 

   ② 林業現場技能者育成事業（1,200千円） 

「新たな森林管理システム」に基づく意欲と能力のある林業経営体の育成を図るため、伐採、搬出

や伐採跡地の再造林、保育等を効率的に行える路網を整備するための人材を育成する。 

２．森林ＧＩＳ管理事業（10,063千円） 

(1) 事業内容 

民有林の資源等の調査を実施するとともに、航空レーザ計測による森林資源状況の解析等を行う。 

(2) 事業期間  令和３年度～ 

(3) ４年度事業内容 

森林法に基づき、民有林の森林資源や面積等を把握するための編成調査を実施するとともに、地形や

道路からの距離等に応じ効率的な森林施業を検討するため、航空レーザ計測の成果を活用し、森林資源

状況の解析等を行う。 

 

 



（事業番号：３１） 

事 業 名 治山・林道・造林事業 
当初予算額 1,174,055千円 担当課 環境森林部みどり整備課（内線2890、2892） 

取組みの方向 山地災害の未然防止・軽減や水源のかん養、生活環境の保全を図るため、山地災害危険地区における治山施

設の整備等に取り組むとともに、森林施業の効率化及び山村地域の振興を図るため、林道の整備を推進する。 

また、水源かん養や県土保全をはじめ、木材生産、二酸化炭素の吸収源など、森林の有する多面的な機能の

維持・向上や里山の再生を図るため、造林事業により森林所有者等による植栽、間伐等の森林整備を促進する。 

事 業 概 要 １．治山事業（732,735千円） 

（1）事業内容 

 荒廃地や水源地域において、緊急度の高い箇所から優先的に治山施設の整備等を行う。 

 （2）４年度事業内容 

① 治山事業（606,655千円） 

東かがわ市川東など19箇所において予防治山事業等により、荒廃地の復旧整備や保安林整備等を行う。 

○新・さぬき市外1市では、流域保全総合治山事業により、森林の保水機能向上を図る面的整備を行う。 

   ② 離島振興治山事業（46,200千円） 

     離島地域(土庄町)において、山地災害重点地域総合対策事業により、荒廃地の調査や崩壊等の予防、復

旧整備を行う。 

③ 森林荒廃地緊急整備事業（58,110千円） 

国庫補助の対象とならない小規模な荒廃地及び荒廃危険地における復旧整備を単独県費で行う。 

④ 単独県費補助治山事業（11,800千円） 

市町が実施する国庫補助の対象とならない小規模な荒廃地及び荒廃危険地の復旧整備に要する経

費に対し補助を行う。 

⑤ 治山施設機能強化事業（9,970千円） 

既存の治山施設の防災機能強化を図るため、林野庁の定めるガイドラインに基づき、施設の点検、

診断を行う。 
 

２．林道事業（248,195千円） 

（1）事業内容 

 多面的機能を有する森林の整備・保全や搬出間伐を推進するために林道整備を行う。 

 （2）４年度事業内容 

① 森林管理道事業（124,550千円） 

森林管理道琴南財田線の2-1号線、4-2号線において整備等を行う。 

② 林道補助事業（99,185千円） 

市町が実施する林道の改良に要する経費に対し補助を行う。 

   ③ 離島振興林道事業（2,910千円） 

     離島地域(小豆島町)において、町が実施する林道の改良に要する経費に対し補助を行う。 

④ 単独県費補助林道事業（5,800千円） 

市町が実施する国庫補助の対象とならない小規模な林道の開設等に要する経費に対し補助を行う。 

⑤ 林道施設整備事業（15,750千円） 

森林管理道琴南財田線において、国庫補助の対象とならない舗装及び残土処理場等の整備を行う。 
 

３．造林事業（193,125千円） 

  (1) 事業内容 

森林の有する多面的な機能の維持・向上や里山の再生を図るため、間伐等の森林整備を推進する。 

(2)４年度事業内容 

① 造林事業（国補）（142,283千円） 

森林所有者等が実施する植栽、除間伐等の森林整備や里山の再生に要する経費に対し補助を行う。 

② 離島振興造林事業（2,076千円） 

離島地域において森林所有者等が実施する間伐等の森林整備等に要する経費に対し補助を行う。 

 

 

 

 

 



③ 森林・竹林整備緊急対策事業（48,766千円） 

○事業内容 

森林環境譲与税を活用し、間伐等の森林整備や放置竹林対策、ナラ枯れ対策、間伐材等の搬出等

に取り組む森林所有者等に対して補助を行うとともに、里山資源利用の課題解決や花粉症対策に対

応した苗木の生産に向けた調査研究等を行う。 

○事業期間  令和元年度～ 

○４年度事業内容 

・森林整備促進事業（21,294千円） 

森林所有者等が実施する国庫補助の対象とならない小規模な森林整備や路網整備、ナラ枯れ 

対策等に要する経費に対して補助を行う。 

○新・県産間伐材搬出促進事業（4,700千円） 

森林所有者等が実施する60年を超える人工林の搬出間伐、高性能林業機械の運搬等に要する

経費に対して補助を行う。 

・里山環境整備事業（15,387千円） 

森林所有者等が実施する道路や住宅、農地周辺で放置された竹林や広葉樹林の伐採から植林、

保育までの取組みや防災・景観対策としての整理伐等に要する経費に対して補助を行う。 

・森林資源搬出促進事業等（7,385千円）  

間伐材、竹材、広葉樹材の加工・供給拠点までの搬出に要する経費に対して補助を行うととも

に、 里山資源利用の課題解決や花粉症対策に対応した苗木の生産に向けた調査・研究等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（事業番号：３２） 

事 業 名 県産木材の供給と利用促進事業 

当初予算額 86,109千円 担当課 環境森林部みどり整備課（内線2886） 

取組みの方向 令和3年10月に策定された「みどりの基本計画」や「香川県県産木材の供給及び利用の促進に関する条例」

に基づき、関係機関と連携し、県産木材の安定供給と利用拡大に取り組むなど、森林整備と森林資源の循環利

用を推進し、林業・木材産業の成長発展を図る。 

指標

番号 
指標名 

基準値 

（H28～R2年度平均） 

Ｒ４年度 

見  込 

目標値 

（Ｒ７年度） 

Ｒ４年度 

進捗率 

79 県産認証木材の搬出量 10,230㎥ 11,000㎥ 12,000㎥ 43.5％ 
 

事 業 概 要 １.県産木材供給促進事業（67,553千円） 

(1) 森林・竹林整備緊急対策事業（48,766千円）（再掲） 

森林環境譲与税を活用し、間伐等の森林整備や放置竹林対策、ナラ枯れ対策、間伐材等の搬出等に

取り組む森林所有者等に対して補助を行うとともに、里山資源利用の課題解決や花粉症対策に対応し

た苗木の生産に向けた調査研究等を行う。 

 (2）県産木材供給対策事業（1,880千円） 

① 事業内容 

搬出間伐等の森林整備や県産木材の安定供給を図るための取組みを推進する。 

② 事業期間  平成30年度～ 

③ ４年度事業内容  

○ 木材の伐採から加工までの川上・川中・川下の効果的な連携を図り、需給のマッチング等を検討す

るための連絡会を開催する。 

○ 花粉症の緩和に向け、植替えに必要なヒノキ・スギの花粉症対策種子を早期に育成し、苗木生産

者に出荷する。 

(3）県産認証木材流通促進事業（3,000千円） 

① 事業内容 

森林環境譲与税を活用し、県産認証木材の流通を促進するため、県産認証木材製品の加工、流通

経費を支援するとともに、県産認証木材製品の品質について検証、ＰＲを行い、安定供給体制を構

築する。 

② 事業期間  令和元年度～ 

③ ４年度事業内容  

○ 原木から加工した県産認証木材製品を一定量以上出荷した県内の製材所に対して、加工経費の一 

部を補助する。 

   ○新○ 県産認証木材の流通促進調査に対して、その経費の一部を補助する。 

○ 県産認証木材製品の強度試験を実施し、その試験結果や県産木材を使用した建築物を紹介するパ 

ンフレットを作成・配布する。 

(4) 経営基盤強化事業（13,907千円） 

森林組合等の高性能林業機械の導入を支援するほか、森林施業の集約化・団地化の促進など森林組合

等の経営基盤の強化等に要する経費に対し補助を行う。 

２.県産木材利用促進事業（18,556千円） 

(1）香川県産木材住宅助成事業（7,500千円） 

県産木材の住宅資材としての認知度向上と利用促進を図るため、県産木材を利用した住宅の施主に対

して、その利用量に応じて、購入経費の一部を補助する。 

(2）木とふれあう空間整備支援事業（2,200千円） 

県産木材の認知度向上と民間施設での利用促進を図るため、ＰＲ効果の高い公的スペースにおいて県

産木材を利用した施主に対して、購入経費の一部を補助する。 

 

 



(3）木づかい・木育推進事業（2,190千円） 

① 事業内容 

住宅を購入する可能性が高い子育て世代や、将来的な木材消費者である低年齢層をはじめ幅広い

世代に対して、県産木材の積極的な利用を通じて元気な森林づくりを進める「木づかい」活動や人

と森林の関わりについて豊かな心を育む「木育」により「木の良さ」のＰＲを行う。 

② 事業期間  平成30年度～ 

③ ４年度事業内容  

○ 児童館等の利用者に、木と触れ合い、木の良さを体験するおもちゃ広場を開設するとともに、各種

木づかい活動を推進する。 

 ○新○ 建築士を志望する学生等に、県産木材の利用に理解のある人材を育成するため研修等を実施する。 

 (4）森とみどりの祭典開催事業（4,740千円）（再掲） 

① 事業内容 

全国育樹祭の開催を契機に、県民総参加のみどりづくりをより一層推進するため、森林ボランテ

ィアをはじめ、林業・木材産業関係団体が一堂に会し、みどりづくりから林業・木材の利用までの

総合的な普及啓発イベントを開催する。 

② 事業期間  平成30年度～ 

③ ４年度事業内容 

森林の整備から資源の利活用などテーマ別に分けたエリアを設けて、関係団体が一体となり、ウ

ッディフェスティバルや木工教室等の体験イベント、森林ボランティア団体等の活動発表会を開催

するとともに、森林公園での植樹・育樹体験等を併せて実施する。 

(5）「かがわの森アンテナショップ」運営事業（1,926千円） 

「かがわの森アンテナショップ」(高松シンボルタワー「かがわプラザ」内)及びホームページで、県

産木材製品の展示・販売、ＰＲを行うとともに、県産木材ＰＲ等のイベントを随時開催し、県産木材製

品の普及と需要拡大を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（事業番号：３３） 

事 業 名 県民総参加のみどりづくり事業 

当初予算額 12,610千円 担当課 環境森林部みどり整備課（内線 2899） 

取組みの方向 第41回全国育樹祭の開催を契機に、県民の参加と協働による森づくりへの機運を高め、県民総参加のみどり

づくりを一層推進する。 

指標

番号 
指 標 名 

基 準 値 

（Ｒ３.６現在） 

Ｒ４年度 

見  込 

目 標 値 

（Ｒ７年度） 

Ｒ４年度 

進捗率 

120 
森林ボランティア活動の

関心度 
61％ 62.6％ 65％ 40％ 

 

事業概要 １．県民参加のみどりづくり事業（12,610千円） 

(1) 事業内容 

県民総参加のみどりづくりを推進するため、県民の参加と協働により、どんぐり銀行活動やフォレス

トマッチング推進事業等を実施するとともに、森林ボランティア団体等や県で運営する「みどりの学校」

を実施し、様々なみどりづくり活動への参加の機会を、広く県民に提供する。 

 (2) 事業期間   

平成14年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

   ① みどりとのふれあい推進事業（324千円） 

どんぐり銀行活動、フォレストマッチング推進事業、緑化コンクール等の実施を通して、県民参加

のみどりづくり活動の普及啓発と、県民・企業等の参加による森林づくり活動を推進する。 

   ② 緑の少年団育成強化事業（1,575千円） 

次世代の森づくりを担う「緑の少年団」を育成するため、活動に必要な経費を支援する。 

   ③ 香川県街なか緑化推進事業（3,000千円） 

街なかの緑化を促進するため、民間施設の芝生化や壁面緑化等に要する経費に対し補助を行う。 

   ④ どんぐり銀行活性化事業（1,757千円）（再掲） 

          ポイント制度による協賛企業等のサービスの充実を図るとともに、どんぐり銀行臨時支店を開設す

る。 

  ⑤ みどりの学校運営事業（5,954千円）（再掲） 

みどりに対する理解を深めてもらうため、子どもから大人まで、みどりに関する体験、学習、実践

ができる様々な講座を開催するとともに、みどりづくり活動を担う指導者等の育成を行う。また、森

林ボランティア団体等の活動内容を広く情報発信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（事業番号：３４） 

事 業 名 野生鳥獣総合対策事業 

当初予算額 43,718千円 担当課 環境森林部みどり保全課（内線2841、2842） 

取組みの方向 野生鳥獣による生活環境被害や農林業被害に総合的に対処するため、市街地に出没するイノシシについて、

市町と役割分担して県主体の捕獲事業等を重点的に実施するほか、将来にわたって捕獲の担い手を確保するた

め人材育成事業等を実施する。 

事 業 概 要 １．有害鳥獣総合対策事業（9,864千円） 

(1) 事業内容 

有害鳥獣による生活環境及び農林業被害を防止するため、獣害に強い集落づくり実施地区を支援す

る。また、イノシシ等の市街地への侵入防止を図るため、市町が実施する市街地周辺での捕獲や侵入防

止柵の設置、捕獲資機材の整備を支援する。 

(2) 事業期間  平成24年度～ 

(3) ４年度事業内容 

イノシシ等の獣害が発生している集落を対象に、市町が実施する市街地周辺での捕獲や侵入防止柵の

設置、捕獲資機材の購入に対し補助を行う。 

２．イノシシ被害未然防止緊急対策事業（3,591千円） 

(1) 事業内容 

イノシシによる人身被害を未然に防止するため、イノシシの出没が多発している市街地周辺等におい

て、県主体の捕獲事業を実施する。 

(2) 事業期間  令和2年度～ 

(3) ４年度事業内容 

       イノシシの出没経路等において、ICT捕獲システムを導入した捕獲を実施する。 

３．アライグマ・ヌートリア等防除支援事業（1,529千円） 

(1) 事業内容 

特定外来生物であるアライグマやヌートリア等の生息範囲の拡大や被害の甚大化を防止するため、市

町が実施する捕獲や捕獲資機材の整備等に支援等を行う。 

(2) 事業期間  平成22年度～ 

(3) ４年度事業内容 

防除実施主体である市町に対し、捕獲・個体処分等経費への補助を行うほか、捕獲従事者養成講習会

を開催する。 

４．特定鳥獣等個体群管理推進事業（28,734千円） 

 (1) 事業内容 

第二種特定鳥獣管理計画に基づき、市町との役割分担のもと、捕獲が困難な地域等において、県主体

の捕獲事業等を重点的に実施する。また、将来にわたって捕獲の担い手を確保するため、人材育成事業

を実施する。 

(2) 事業期間  平成27年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

   ① 指定管理鳥獣捕獲等推進事業（18,799千円） 

     環境大臣が定める指定管理鳥獣であるイノシシについて、市街地周辺や島しょ部等において、県主

体の捕獲事業を重点的に実施する。 

② ニホンザル加害個体群緊急対策事業（7,205千円） 

     県内に生息するニホンザルのうち、特に加害性の高い群れを対象に、正確な位置情報の把握による

行動パターンの詳細な分析や効率的な捕獲のため、GPS発信機を活用した生息状況調査を実施する。 

○新○ GPS活用モニタリング調査 

③ 狩猟者育成・捕獲活動円滑化推進事業（2,730千円） 

捕獲活動の担い手である狩猟者を育成するため、初心者や女性を対象とした講習会等を開催する。 

 



（事業番号：３５） 

事 業 名 生物多様性保全活動推進事業 

当初予算額 4,902千円 担当課 環境森林部みどり保全課（内線2841） 

取組みの方向 生物多様性の保全を図るため、「香川県レッドデータブック」と「香川県侵略的外来種リスト」に基づき、 

希少野生生物の保護の推進や、優先的に防除すべき外来種の検討等を行うほか、保全の重要性を普及啓発する

ため、県内の研究者が保管している標本を活用した「まちかど生き物標本展」等を開催する。 

指標
番号 

指 標 名 
基準値 

（Ｒ３.６現在） 
Ｒ４年度 
見  込 

目 標 値 
（Ｒ７年度） 

Ｒ４年度 
進捗率 

114 生物多様性に関する県民の認知度 37.2％ 42.3％ 50％ 40％ 

115 
生物多様性の保全に向けて県と連携した

事業者・民間団体数 
－  6団体 15団体 40％ 

 

事 業 概 要 １．希少野生生物保全推進事業（2,431千円） 

 (1) 事業内容 

希少野生生物のモニタリング調査を行うとともに、「香川県レッドデータブック」改訂での調査結果

により、特に保護を図る必要があると認められる種については、「香川県希少野生生物の保護に関する

条例」に基づく「指定希少野生生物」の指定を検討するなど、希少野生生物の保護や生物多様性の保全

を推進する。 

 (2) 事業期間  平成27年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

    指定希少野生生物を保護するためのモニタリング調査や保護対策の検討を行う。 
 

２． 侵略的外来種防除等対策事業（400千円）  

 (1) 事業内容 

    「香川県侵略的外来種リスト」に掲載された外来種について、優先度を踏まえた適切な防除対策等の

検討を進め、生活環境被害等の防止に取り組む。 

 (2) 事業期間  平成28年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

    「香川県侵略的外来種リスト」に掲載された外来種のうち、緊急に対策が必要な外来種について、適

切な防除対策等の検討を行う。 
 

３．「まちかど生き物標本展」開催事業（2,071千円）（再掲） 

 (1) 事業内容 

     県内の研究者が収集・保管している標本を活用した「まちかど生き物標本展」を開催するとともに、

実際に生き物を見て、手に触れながら、香川の自然に親しむフィールド講座を開催し、香川の生き物を

知る機会を子どもたちに提供する。 

 (2) 事業期間  平成30年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

公共施設等において、県内の研究者が保管している標本を活用した標本展を開催するほか、県立森林

公園等において、実際の生き物を見て、触れて体験できる参加型のフィールド講座を開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（事業番号：３６） 

事 業 名 自然公園等保護・利用促進事業 

当初予算額 56,116千円 担当課 環境森林部みどり保全課（内線2901） 

取組みの方向 瀬戸内海国立公園、大滝大川県立自然公園及び四国のみちの県管理施設について、その適正な維持管理と利

用促進を図る。 

また、訪日外国人をはじめとする観光客の利用環境を整備し、瀬戸内海国立公園の魅力を向上させるため、

公園利用施設の国際化対応・老朽化対策のための整備を集中的に推進する。 

事 業 概 要 １．みどりの県有施設管理事業（32,151千円） 

 (1) 事業内容 

    瀬戸内海国立公園内の県有施設、大滝大川県立自然公園及び四国のみちの園地、歩道等について、施 

   設整備と維持管理を行い、安全・快適な利用促進を図る。 

 (2) ４年度事業内容 

   〇 瀬戸内海国立公園や大滝大川県立自然公園、四国のみちについて、県が整備した利用施設、案内板 

     等の修繕や清掃、除草等の維持管理を行うとともに、県ホームページ等で幅広く情報提供を行うこと 

により利用促進を図る。 

   〇 大滝大川県立自然公園に整備した県民いこいの森野営場と大川山野営場について、指定管理者によ 

る適切な管理運営と利用促進を図る。 

 

２．瀬戸内海国立公園等魅力向上事業（23,965千円） 

 (1) 事業内容 

    訪日外国人をはじめとする観光客の利用環境を整備し、瀬戸内海国立公園の魅力を向上させるため、 

   公園利用施設の国際化対応・老朽化対策のための整備を集中的に推進する。 

 (2) 事業期間  平成27年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

訪日外国人をはじめとする観光客の利用環境を整備するため、瀬戸内海国立公園内の案内板を多言語

表記化するとともに、老朽化した園路、駐車場、ベンチの改修等を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（事業番号：３７） 

事 業 名 循環型社会づくり推進等事業 

当初予算額 11,055千円 担当課 環境森林部廃棄物対策課（内線2930、2925、2917） 

取組みの方向 環境への負荷を低減させる持続可能な循環型社会の形成に向け、県民、事業者、民間団体、国・県・市町が

相互の連携と適切な役割分担のもと、３Ｒ（廃棄物の発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）、再生利用

（リサイクル））に自主的かつ積極的に取り組むための施策を講じる。なかでも、再生利用（リサイクル）に

比べて優先順位が高いものの、取組みが遅れている２Ｒ（廃棄物の発生抑制（リデュース）、再使用（リユー

ス））に重点を置いた施策を推進する。 

エコアイランドなおしまプラン推進事業では、住民主体の環境調和型まちづくり事業(ソフト事業)を引き続

き実施し、環境と調和したまちづくりと新たな環境産業の展開により、直島町の活性化を図り、循環型社会の

モデル地域を目指す。 

また、大規模災害発災時を想定した災害廃棄物処理に係る訓練を実施する。 
 

指標 

番号 
指 標 名 

基準値 

(Ｒ元年度) 

Ｒ４年度 

見  込 

目 標 値 

(Ｒ７年度) 

Ｒ４年度 

進捗率 

112 一般廃棄物の最終処分量 3.1万t 2.9万t 2.6万t 40.0％ 

113 産業廃棄物の最終処分量 17.2万t 16.7万t 16.1万t 45.5％ 
 

事 業 概 要 １．廃棄物発生抑制推進対策事業（2,815千円） 

(1) 廃棄物発生抑制推進対策事業（612千円） 

   ① 事業内容  県民や事業者へ２Ｒに重点を置いた３Ｒに関する普及啓発等を行う。 

   ② 事業期間  平成12年度～ 

   ③ ４年度事業内容 

     ○ 県民等に対し、印刷物、ホームページ等を活用した普及啓発を実施する。 

     ○ 市町・組合職員に廃棄物処理行政に関する技術的援助、情報提供等を行う。 

 (2) かがわプラスチック・スマートショップ認定事業（900千円）（再掲） 

① 事業内容  プラスチックごみの削減を行う小売店や飲食店などを認定・登録して情報発信し、他の

事業者等にその取組みを波及させるとともに、県民及び事業者等の意識の向上を図る。 

② 事業期間  令和３年度～ 

③ ４年度事業内容 

 プラスチックごみの削減に取り組む小売店等を「かがわプラスチック・スマートショップ」に認定・

登録し、その取組みをＰＲするとともに、消費者に対する啓発活動を行う。 

 (3) 食品ロス削減推進事業（1,303千円）（再掲） 

   ① 事業内容  「香川県食品ロス削減推進計画」に基づき、県民及び事業者等の意識向上を図るための

普及啓発や事業者の取組みに対する支援など、食品ロス削減に向けた各種施策を実施す

る。 

   ② 事業期間  令和２年度～ 

  ③ ４年度事業内容 

食品ロス削減に向けた取組みを実践する飲食店等を「かがわ食品ロス削減協力店」に認定・登録し、 

その取組みを周知するほか、顕著な取組みを行う企業・団体等や一般家庭に対する表彰等を実施する。 

２．エコアイランドなおしまプラン推進事業（6,000千円） 

(1) 事業内容  直島町において、循環型社会のモデル地域を目指し、住民、企業、行政が一体となって 

環境と調和したまちづくりを進め、町の活性化を図る。 

(2) 事業期間  平成13年度～ 

(3) ４年度事業内容 

エコアイランドなおしま推進委員会の環境調和型まちづくり活動に対する支援を行う。 

   ＜推進委員会の主な活動＞ 

・なおしま環の里創生プロジェクト2022の実施 

・エコリサイクルプラザの実施 

・エコタウン施設の見学者の受入 

・｢環境のまち・直島｣情報発信事業の実施 

・直島小学校環境教室の実施 

・住民グループ「うぃ・らぶ・なおしま」のまちづくり実践活動への支援 



３．産業廃棄物減量化・リサイクル促進事業（1,846千円） 

 (1) 事業内容  産業廃棄物の排出、処理の実態について調査を行うとともに、分析結果等をもとに排出事

業者等への指導、助言を行い、減量化・リサイクルを促進する。 

 (2) 事業期間  平成12年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

   ○ 産業廃棄物の処理実績を調査し、排出量や減量化・リサイクルの状況について分析を行う。 

   ○ 産業廃棄物の多量排出事業者等に対し、減量化・リサイクルの推進について、指導や助言を行う。 

 

４．災害廃棄物処理広域訓練事業（394千円）（再掲） 

(1) 事業内容  大規模災害発生時における災害廃棄物処理の連携体制の充実・強化を図るため、災害廃棄

物処理に係る訓練を市町や関係団体と共に実施する。 

(2) 事業期間  令和元年度～ 

(3) ４年度事業内容 

災害廃棄物処理行動マニュアルを活用した災害廃棄物処理に係る訓練を実施し、市町等との連携体制

の充実等を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（事業番号：３８） 

事 業 名 産業廃棄物処理対策事業 

当初予算額 15,849千円 担当課 環境森林部廃棄物対策課（内線2916、2917） 

取組みの方向 ① 産業廃棄物の排出事業者や処理業者に対して、廃棄物の適正処理や処理施設の適切な維持管理を指導する 

とともに、不法投棄などの不適正処理の未然防止や被害拡大の防止を図るため、関係機関と連携し、指導監

視体制の一層の強化をはじめ、集中監視や取締りを徹底する。 

② ＰＣＢ廃棄物特別措置法に基づき、ＰＣＢ使用機器等をはじめとしたＰＣＢ廃棄物の適正処理の指導･監視 

に努める。 

事 業 概 要 １．産業廃棄物不法投棄等防止対策事業（15,648千円） 

 (1) 事業内容 

    産業廃棄物の処理に関する指導監視を行うとともに、産業廃棄物処理施設の設置に係る紛争処理など 

   各種施策を実施する。 

 (2) 事業期間 

    平成10年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

  ① 産業廃棄物処理指導監視事業（7,544千円） 

     産業廃棄物処理業者や排出事業者に廃棄物の適正処理を遵守させるため、産業廃棄物指導監視機動 

    班による指導監視を行う。 

② 産業廃棄物処理に係る紛争対策等事業（353千円） 

     「産業廃棄物処理施設の設置に係る紛争の予防及び調整に関する条例」の円滑な運用を行う。 

  ③ 不法投棄の未然防止と早期発見事業（7,498千円） 

   ○ 産業廃棄物の不法投棄等の未然防止や適正処理などを推進するため、不法処理防止連絡協議会に 

    よる県警察や市町などとの連携強化や、ヘリコプターや車両パトロールによる監視、広報啓発活動を 

    実施する。 

   ○ 不法投棄を発見した場合の情報提供に関する協定を締結した民間団体と連携し、不法投棄の早期発

見及び未然防止を図る。 

   ○ 監視の目の届きにくい夜間や休日のパトロールを警備会社に委託して実施する。 

   ○ 留守番電話やＦＡＸ機能を備えた「廃棄物110番」により、24時間体制で情報を受け付け、早期対 

    応を図る。 

  ④ 自動車リサイクル法に基づく指導事業（26千円） 

     廃自動車の解体業者、破砕業者等の指導・監督に努め、不法投棄の未然防止に努める。 

  ⑤ 放置自動車処理条例に基づく指導事業（125千円） 

     放置自動車処理条例により放置自動車の廃物認定に係る委員会の開催及び放置自動車の適正な処分を行う。 

  ⑥ 県外産業廃棄物適正処理指導事業（102千円） 

 

２．ＰＣＢ廃棄物適正処理推進事業（201千円） 

 (1) 事業内容 

    ＰＣＢ使用機器等のＰＣＢ廃棄物の確実かつ適正な処理を確保するため、ＰＣＢ廃棄物特別措置法に

基づき、適正保管・処分の指導・監視に努める。 

 (2) 事業期間   

    平成13年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

ＰＣＢ廃棄物の適正保管・処分の指導・監視に努める。 

 



（事業番号：３９） 

事 業 名 豊島廃棄物等処理施設撤去等事業 

当初予算額 1,004,246千円 担当課 環境森林部廃棄物対策課（内線2925） 

取組みの方向  平成 12 年 6 月に成立した調停条項に従い、安全と環境保全を第一に、豊島廃棄物等処理施設の撤去及び地

下水の浄化等に全力で取り組む。 

 

事 業 概 要 １．豊島廃棄物等処理施設撤去事業(783,823千円)  

 (1) 事業内容 

豊島廃棄物等を処理するために整備した施設の撤去を行う。 

 (2) 事業期間 

   平成28年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

    豊島処分地における施設・設備の撤去を完了し、整地を行う。 
 

２．地下水浄化対策事業（139,928千円） 

 (1) 事業内容 

調停条項に従い、豊島処分地の地下水の浄化を進める。 

 (2) 事業期間 

   平成15年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

豊島処分地全域での環境基準の達成の促進のために、必要に応じて追加的浄化対策を行った後、同対

策のために存置していた揚水井等の撤去を行う。 

 

３．豊島処分地維持管理等事業（80,495千円） 

 (1) 事業内容 

豊島処分地の維持管理等を行う。 

 (2) 事業期間 

   平成15年度～ 

 (3) ４年度事業内容 

豊島の環境計測及び周辺環境調査等を行う。 

 

 


